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令
和
４
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
５
，
９
０
０
万
円
増
の
総

額
４
２
億
９
，
６
０
０
万
円
、
比
率
に
し
て
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
１
．

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、 
①
行
政
Ｄ
Ｘ
、 

②
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
、 

③
ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、 

④
移
住
定
住
促
進
、 

⑤
観
光
地
域

づ
く
り
、
の
５
項
目
を
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま

す
。
予
算
規
模
が
増
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
行
政
Ｄ
Ｘ
事
業
と
し
て
住

民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化

シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど
の
各
種
シ
ス
テ
ム
委
託
費
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。 令

和
４
年
度
小
谷
村
一
般
会
計

当
初
予
算
の
概
要

　
歳
入
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
村
民
税
は
、
個
人
消

費
・
個
人
所
得
等
の
状
況
・
動
向
や
総
務
省
の
増
減

収
見
込
み
率
に
よ
り
微
増
を
見
込
み
、
固
定
資
産
税

は
令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
減
免
分
を
加
算
し
、
増
と
し
て
い
ま
す
。
普

通
交
付
税
は
令
和
３
年
度
新
た
に
算
定
さ
れ
た
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進

費
等
や
地
方
財
政
計
画
の
状
況
を
加
味
し
、
１
億
５
，
２
０
０
万
円
増
の

１
５
億
９
，
２
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
、
昨
年
度
と
同
額
の
２
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
庫
補
助
金
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
令
和
３
年
度
国
の
補
正
予
算
の
本

省
繰
越
分
を
４
，
０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
５
０
万
円
を
含
む
２
億
５
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。 歳 

入

村
　
税
　
住
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税

な
ど

地
方
交
付
税
　
自
治
体
が
等
し

く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
、
国
勢
調
査

の
人
口
や
市
町
村
道
の
延

長
・
面
積
な
ど
か
ら
算
定
さ

れ
ま
す
。 

国
県
支
出
金
　
特
定
の
事
業
に

対
し
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

村
　
債
　
世
代
間
の
負
担
の
公

平
や
偏
っ
た
財
政
運
営
に
し

な
い
た
め
の
村
の
借
金

寄
附
金
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
な
ど
の
村
へ
の
寄
附
金

繰
入
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預

金
）
を
取
り
崩
し
て
充
当
す

る
も
の

そ
の
他
　
施
設
使
用
料
、
負
担

金
な
ど

42億9,600万円

歳入合計

村税 5億1,815万円

地方交付税
17億9,200万円

国県支出金
4億7,069万円

村債
3億5,420万円

その他　3億6,153万円

繰入金　
5億9,880万円

寄附金　
2億63万円

村

　税

地
方
交
付
税

国
県
支
出
金

村

　債

寄
附
金

繰
入
金

そ
の
他

　
歳
出
を
性
質
別
に
見

る
と
、
物
件
費
に
つ
い

て
は
、
行
政
Ｄ
Ｘ
事
業

と
し
て
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス

テ
ム
改
修
費
な
ど
の
各
種
シ
ス
テ
ム
委
託
な

ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
８
，
７
７
９
万

４
千
円
増
の
７
億
６
，
４
５
４
万
３
千
円
と

し
て
い
ま
す
。
補
助
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補
助
費
の
増
に

加
え
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

定
住
促
進
事
業
補
助
金
を
更
新
し
た
移
住
定

住
促
進
事
業
補
助
金
の
増
に
よ
り
、
前
年
比

７
，
８
１
８
万
２
千
円
増
の
９
億
４
３
８
万

６
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費

は
、
庁
舎
屋
根
防
水
改
修
工
事
及
び
庁
舎
側

面
補
修
工
事
、
千
国
地
区
防
火
水
槽
設
置
工

事
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
一
部
更
新

工
事
、
地
デ
ジ
放
送
設
備
更
新
工
事
、
中
土

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
自
然
園
木

道
・
神
の
田
圃
木
道
改
修
工
事
、
北
小
谷
温

泉
混
合
貯
湯
槽
新
設
工
事
、
下
里
瀬
源
泉
揚

湯
整
備
工
事
、
平
倉
ロ
ッ
ク
・
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
補
修
工
事
、
東
橋
・
小
土
山
橋
補
修
工
事

等
の
事
業
を
計
上
し
、
前
年
度
比
１
億
１
，

７
９
３
万
６
千
円
減
の
５
億
７
，
０
７
３
万

円
と
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
元
金
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
償
還
を
進
め
て
お
り
、
前
年

度
比
１
，
５
６
５
万
７
千
円
減
の
６
億
５
０

４
万
１
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

歳 

出

人件費　7億7,371万円

維持補修費
2億9,293万円

補助費　9億439万円

普通建設事業費
5億7,073万円

その他　2,201万円

操出金　1億2,307万円

積立金　
1億1,737万円

歳出合計
42億9,600万円

物件費　
7億6,477万円

扶助費　1億2,198万円

公債費　
6億504万円

性
質
別
グ
ラ
フ

歳出合計

衛生費
2億9,181万円

商工費　4億9,511万円

土木費
6億8,015万円

その他（議会費、予備費）
5,901万円

公債費
6億504万円

42億9,600万円

民生費
4億998万円

農林水産業費
4億2,637万円

消防費
1億7,238万円

教育費
4億463万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　7億5,152万円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
活
用
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他
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積立金　
1億1,737万円

歳出合計
42億9,600万円

物件費　
7億6,477万円

扶助費　1億2,198万円

公債費　
6億504万円

性
質
別
グ
ラ
フ

歳出合計

衛生費
2億9,181万円

商工費　4億9,511万円

土木費
6億8,015万円

その他（議会費、予備費）
5,901万円

公債費
6億504万円

42億9,600万円

民生費
4億998万円

農林水産業費
4億2,637万円

消防費
1億7,238万円

教育費
4億463万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　7億5,152万円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
活
用
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他



（5）　広報おたり　令和４年４月号 広報おたり　令和４年４月号（4）

総
務
課

 

・
総
務
課
長
補
佐
兼

　
庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記

 

矢
口
　
浩
幸

（
診
療
所
事
務
長
）

 

・
税
務
係
 

堀
越
　
太
陽

（
建
設
水
道
課
　
水
道
係
）

住
民
福
祉
課

 

・
住
民
福
祉
課
長
 
佐
藤
　
孝
行

（
建
設
水
道
課
長
）

 

・
健
康
推
進
係
 

田
口
　
真
吾

（
観
光
地
域
振
興
課
　
集
落
支
援
係
）

 

・
健
康
推
進
係
 

伊
藤
　
　
優

（
小
谷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

・
診
療
所
事
務
長
心
得
　

 

諸
角
　
　
望

（
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係
）

観
光
地
域
振
興
課

 

・
農
林
係
 

飯
島
　
隆
裕

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

 

・
集
落
支
援
係
 

相
澤
　
和
之

（
総
務
課
　
税
務
係
）

建
設
水
道
課

 

・
建
設
水
道
課
長
 
山
田
　
邦
明

　 

（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼

議
会
事
務
局
書
記
）

 

・
建
設
係
 

横
川
　
祐
典

（
観
光
地
域
振
興
課
　
農
林
係
）

 

・
水
道
係
 

細
澤
　
泰
範

（
総
務
課
　
企
画
財
政
係
）

 

・
水
道
係
 

大
日
方
　
繁
文

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
）

教
育
委
員
会

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長

 

太
田
　
　
勝

（
住
民
福
祉
課
長
）

会
計
室

 

・
会
計
管
理
者
 

鷲
澤
　
美
幸

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
）

議
会
事
務
局

 

・
議
会
事
務
局
長
 
北
村
　
幸
治

（
会
計
管
理
者
）

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

 

・
白
馬
山
麓
事
務
組
合

 

中
村
　
洋
隆

  

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長
（
公
民
館
長
兼
務
））

 

・
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
補
佐
兼

　
社
会
教
育
係
長
（
公
民
館
長
兼
務
）

 

丸
山
　
俊
一

 

・
教
育
委
員
会

　
共
同
調
理
場
給
食
技
師

 

深
澤
　
恵
子

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
社
会
教
育
係
 

澁
谷
　
祥
充

 

・
共
同
調
理
場
 

深
澤
　
恵
子

 

・
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣

 

柴
田
　
友
造

令和４年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億6,165万円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

全ての村民が安心して暮らせる仕組み作りに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

総
務
課

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

議
会
事
務
局

会
計
室

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

新 

規 

採 

用

再
任
用
職
員

退 

職 

職 

員

総務課

企画財政係

山本　貴之

住民福祉課

住民係

松本　逸希

観光地域振興課

観光商工係

松澤　良磨

教育委員会

社会教育係

丸山　　亮

小谷村地域包括

支援センター

小池　洋輔

小
谷
村
消
防
団

新
体
制

団長

深澤　健悟

副団長

沖中　良偉

副団長

田原　勇介

　
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

本
　
部
　
長
 

宮
嶋
　
喜
久

救
　
護
　
長
 

村
越
　
哲
也

喇
　
叭
　
長
 

栗
田
　
　
寧

第
１
分
団
長
 

深
澤
　
　
透

第
２
分
団
長
 

矢
口
　
　
毅

第
３
分
団
長
 

北
村
　
武
揚

第
４
分
団
長
 

丸
山
　
直
樹

第
５
分
団
長
 

細
澤
　
恵
一

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

970,1金助補会窓同、業事式人成の目回2業事会窓同村谷小

003,2務業託委スビーサ食配内村費業事意任・援支的括包

005,4金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

505,2費経る係に工加び及入購の豚野谷小業事興振産畜

194,62費経る係に営運の校高馬白業事策対校高域地

005,7費経る係に流交のと国中・湾台業事修研流交外海

小　　計 44,375

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

地域づくり事業補助金 地域づくり計画実行のための補助金 10,000

003,2託委理管レイト谷小駅の道業事策対興振村山

005,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

002,3託委）り刈草（務業理管持維道林費経般一道林山治

007,8金担負ＯＭＤ業事興振光観

001,71事工修改ーライボ荘飾雨業事理管備整設施泉温泊宿光観

683,6等託委営運ムーォフトッラプ域地業事りくづ域地光観

小　　計 52,186

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

001,4金助補ブラクツーポス域地型合総費経般一育体健保

小　　計 4,100

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

788,5体全業事業事出創口人係関

事務局一般経費 児童生徒スキーシーズン券の貸与に係る経費 2,000

保健体育一般経費 ジュニアスキー指導・大会等開催委託料 10,900

小　　計 18,787

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,01事工修改道木圃田の神業事理管園然自池栂

008,02体全業事業事理管園公立国

004,11体全業事業事備整道の塩

小　　計 42,200



（5）　広報おたり　令和４年４月号 広報おたり　令和４年４月号（4）

総
務
課

 

・
総
務
課
長
補
佐
兼

　
庶
務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記

 

矢
口
　
浩
幸

（
診
療
所
事
務
長
）

 

・
税
務
係
 

堀
越
　
太
陽

（
建
設
水
道
課
　
水
道
係
）

住
民
福
祉
課

 

・
住
民
福
祉
課
長
 
佐
藤
　
孝
行

（
建
設
水
道
課
長
）

 

・
健
康
推
進
係
 

田
口
　
真
吾

（
観
光
地
域
振
興
課
　
集
落
支
援
係
）

 

・
健
康
推
進
係
 

伊
藤
　
　
優

（
小
谷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

・
診
療
所
事
務
長
心
得
　

 

諸
角
　
　
望

（
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係
）

観
光
地
域
振
興
課

 

・
農
林
係
 

飯
島
　
隆
裕

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

 

・
集
落
支
援
係
 

相
澤
　
和
之

（
総
務
課
　
税
務
係
）

建
設
水
道
課

 

・
建
設
水
道
課
長
 
山
田
　
邦
明

　 

（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼

議
会
事
務
局
書
記
）

 

・
建
設
係
 

横
川
　
祐
典

（
観
光
地
域
振
興
課
　
農
林
係
）

 

・
水
道
係
 

細
澤
　
泰
範

（
総
務
課
　
企
画
財
政
係
）

 

・
水
道
係
 

大
日
方
　
繁
文

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
）

教
育
委
員
会

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長

 

太
田
　
　
勝

（
住
民
福
祉
課
長
）

会
計
室

 

・
会
計
管
理
者
 

鷲
澤
　
美
幸

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
）

議
会
事
務
局

 

・
議
会
事
務
局
長
 
北
村
　
幸
治

（
会
計
管
理
者
）

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

 

・
白
馬
山
麓
事
務
組
合

 

中
村
　
洋
隆

  

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長
（
公
民
館
長
兼
務
））

 

・
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
補
佐
兼

　
社
会
教
育
係
長
（
公
民
館
長
兼
務
）

 

丸
山
　
俊
一

 

・
教
育
委
員
会

　
共
同
調
理
場
給
食
技
師

 

深
澤
　
恵
子

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
社
会
教
育
係
 

澁
谷
　
祥
充

 
・
共
同
調
理
場
 

深
澤
　
恵
子

 
・
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣

 

柴
田
　
友
造

令和４年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億6,165万円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

全ての村民が安心して暮らせる仕組み作りに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

総
務
課

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

議
会
事
務
局

会
計
室

白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

新 

規 

採 

用

再
任
用
職
員

退 

職 

職 

員

総務課

企画財政係

山本　貴之

住民福祉課

住民係

松本　逸希

観光地域振興課

観光商工係

松澤　良磨

教育委員会

社会教育係

丸山　　亮

小谷村地域包括

支援センター

小池　洋輔

小
谷
村
消
防
団

新
体
制

団長

深澤　健悟

副団長

沖中　良偉

副団長

田原　勇介

　
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

本
　
部
　
長
 

宮
嶋
　
喜
久

救
　
護
　
長
 

村
越
　
哲
也

喇
　
叭
　
長
 

栗
田
　
　
寧

第
１
分
団
長
 

深
澤
　
　
透

第
２
分
団
長
 

矢
口
　
　
毅

第
３
分
団
長
 

北
村
　
武
揚

第
４
分
団
長
 

丸
山
　
直
樹

第
５
分
団
長
 

細
澤
　
恵
一

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

970,1金助補会窓同、業事式人成の目回2業事会窓同村谷小

003,2務業託委スビーサ食配内村費業事意任・援支的括包

005,4金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

505,2費経る係に工加び及入購の豚野谷小業事興振産畜

194,62費経る係に営運の校高馬白業事策対校高域地

005,7費経る係に流交のと国中・湾台業事修研流交外海

小　　計 44,375

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

地域づくり事業補助金 地域づくり計画実行のための補助金 10,000

003,2託委理管レイト谷小駅の道業事策対興振村山

005,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

002,3託委）り刈草（務業理管持維道林費経般一道林山治

007,8金担負ＯＭＤ業事興振光観

001,71事工修改ーライボ荘飾雨業事理管備整設施泉温泊宿光観

683,6等託委営運ムーォフトッラプ域地業事りくづ域地光観

小　　計 52,186

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

001,4金助補ブラクツーポス域地型合総費経般一育体健保

小　　計 4,100

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

788,5体全業事業事出創口人係関

事務局一般経費 児童生徒スキーシーズン券の貸与に係る経費 2,000

保健体育一般経費 ジュニアスキー指導・大会等開催委託料 10,900

小　　計 18,787

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,01事工修改道木圃田の神業事理管園然自池栂

008,02体全業事業事理管園公立国

004,11体全業事業事備整道の塩

小　　計 42,200
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今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
で
重
要

な
選
挙
で
す
。
明
る
く
住
み
よ
い

村
づ
く
り
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
私
た
ち
の
有
権
者
の
一
票
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
立
候
補
者
の

意
見
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
時
間

　
投
票
当
日
は
、
午
前
7
時
～
午

後
７
時
で
す
。

　
た
だ
し
、池
原
基
幹
セ
ン
タ
ー
・

大
網
公
民
館
は
午
後
５
時
ま
で
、

　
曽
田
公
民
館
は
午
後
６
時
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
持
ち
物

　
投
票
所
に
は
入
場
券
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
４
月
20
日
（
水
）
～

　
　
　
　
４
月
23
日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
８
時
00
分

■
場
所

　
小
谷
村
役
場
１
０
１
会
議
室

■
持
ち
物

　
宣
誓
書
を
記
入
し
た
入
場
券

■
期
間
　
４
月
23
日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分

■
場
所
　
深
原
公
民
館
駐
車
場

■
持
ち
物

　
宣
誓
書
を
記
入
し
た
入
場
券

　
選
挙
期
間
中
、
小
谷
村
に
滞
在

し
て
い
な
く
て
も
お
住
ま
い
の
場

所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は

小
谷
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票

用
紙
の
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
投
票
用
紙
等
は
お
住
ま

い
の
場
所
か
ら
郵
送
で
や
り
と
り

を
す
る
こ
と
か
ら
、
お
手
続
き
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　　
投
票
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
投
票
の
際
に
は
、
前
の
方
と
の

間
隔
を
最
低
1
メ
ー
ト
ル
と
っ
て

お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
投
票
所
の
混
雑
状

況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
整
理
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
所
へ
の
入
場
の
際
は
備
え

つ
け
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　

８
２
‐
２
０
２
４

４
月
24
日
（
日
曜
日
）
は

小
谷
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

告
示
日

４
月
19
日
（
火
曜
日
）

「
景
観
計
画
」
へ
の
ギ
モ
ン
に

お
答
え
し
ま
す
！

　
な
ぜ
小
谷
村
で
「
景
観
計
画
」
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
の
？

　
小
谷
村
内
で
の
開
発
行
為
等
を
小
谷
村
が

直
接
把
握
・
審
査
で
き
る
よ
う
に
し
、
村
内

の
景
観
を
維
持
し
て
い
く
た
め
で
す
。

　
　
　
　
現
在
、開
発
行
為
等
の
届
出
は
、長
野
県
（
大

町
建
設
事
務
所
）
が
窓
口
と
な
っ
て
、
長
野
県
の
景

観
計
画
・
条
例
に
基
づ
き
内
容
を
審
査
し
、
許
可
し

て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
が
「
景
観
計
画
」「
景
観
条
例
」
を

策
定
す
る
と
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
か
？

　
村
が
届
出
の
窓
口
に
な
る
の
で
、
開
発
等

が
計
画
さ
れ
た
場
合
に
村
で
内
容
確
認
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
長
野
県
か
ら
小
谷
村
が
開
発
行
為
等
の
届

出
窓
口
と
な
る
た
め
、
小
谷
村
で
行
わ
れ
る
開
発
行

為
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　『
景
観
』
に
つ
き
、
ご
意
見
・
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
左
記
の
連
絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
建
設
係

　
　

０
２
６
１‐

８
２‐

２
２
０
４

　
　
０
２
６
１‐

８
２‐

２
２
３
２

　
　kensetu@

vill.otari.nagano.jp

　
小
谷
村
の
景
観
は
、
村
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
に
感
動
を
与
え

る
大
事
な
村
の
資
源
で
す
。
予
期
し
な
い
大
規
模
な
開
発
な
ど

に
よ
っ
て
、
そ
の
景
観
が
壊
さ
れ
る
事
を
防
ぐ
た
め
に
、
村
で

は
「
景
観
計
画
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
「
景
観
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

栂池高原スキー場（※図はイメージです）
今は長野県の景観計画・条例のルール内に沿っていますが、知らないうちにこのような
建物ができる可能性もあります。無秩序な開発は小谷村らしい景観を壊してしまいます。

※
１ 

景
観
と
は
？

　
人
が
目
で
見
た
と
き
に
見

え
る
対
象
の
こ
と
で
す
。「
風

景
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
す

が
、
風
景
は
見
る
人
の
心
や

感
情
を
通
じ
た
主
観
的
な
と

ら
え
方
で
使
わ
れ
ま
す
。

※
２ 

景
観
計
画
検
討
委
員
会

　
　 

メ
ン
バ
ー
は
？

　
民
間
の
各
種
団
体
の
推
薦

者
や
、
長
野
県
・
小
谷
村
の

行
政
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
３ 

「
景
観
計
画
」
と
は
？

　
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
景

観
の
姿
を
示
し
、
そ
れ
に
向

け
た
村
全
体
の
取
組
の
方
針

や
具
体
的
な
進
め
方
、
ル
ー

ル
な
ど
を
定
め
た
計
画
で
す
。

　
小
谷
建
設
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
　
郷
津

順
一
）
様
か
ら
、
長
野
銀
行
「
な
が
ぎ
ん
地
域

応
援
私
募
債
」
に
よ
り
小
谷
小
学
校
へ
１
０

０
，
０
０
０
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
去
る
令
和
４
年
２
月
15
日
に
郷
津
社
長
が
小

学
校
を
訪
れ
、
中
村
校
長
へ
寄
附
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小谷建設株式会社様から小谷小学校へ
　　　　　　　　　 寄付金が贈られました

４
月
24
日
（
日
曜
日
）

期
日
前
投
票
所

期
日
前
投
票
（
限
定
）

投
票
日

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

※
１

※
２

※
３

Ａ QQＡ 解
説

解
説

を策定しています「景観計画」小谷村は
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（9）　広報おたり　令和４年４月号 広報おたり　令和４年４月号（8）

特定健診受診者数 メタボ該当者 メタボ予備軍 メタボ該当者＋予備軍

男性 女性 男性 割合 女性 割合 男性 割合 女性 割合 男性 割合 女性 割合

Ｈ28 187人 191人 40人 21.4% 15人 7.9% 30人 16.0% 10人 5.2% 70人 37.4% 25人 13.1%

Ｈ29 172人 183人 30人 17.4% 12人 6.6% 20人 11.6% 10人 5.5% 50人 29.1% 22人 12.0%

Ｈ30 175人 174人 42人 24.0% 11人 6.3% 17人 9.7% 15人 8.6% 59人 33.7% 26人 14.9%

Ｒ１ 167人 172人 35人 21.0% 18人 10.5% 25人 15.0% 5人 2.9% 60人 35.9% 23人 13.4%

Ｒ２ 145人 146人 37人 25.5% 16人 11.0% 19人 13.1% 9人 6.2% 56人 38.6% 25人 17.1%

Ｒ３ 155人 140人 36人 23.2% 19人 13.6% 22人 14.2% 8人 5.7% 58人 37.4% 27人 19.3%※

※R３は令和４年２月末時点の数値

□最高血圧130mmHg以上
□最低血圧85mmHg以上
□高血圧の薬を飲んでいる

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
共
通
の

要
因
と
し
て
、
血
圧
高
値
、
脂
質

異
常
、
血
糖
高
値
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
状
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
複

し
た
場
合
に
は
、虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
等
の
重
度
の
病
気
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で

そ
れ
ら
の
発
症
リ
ス
ク
の
低
減
が

図
れ
る
と
い
う
側
面
も
も
ち
あ
わ

せ
て
い
ま
す
。

　
左
の
図
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
表
１
は
小
谷
村
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
特
定
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
を
含
む
）
を
受
け
ら
れ

た
40
～
74
歳
の
方
の
メ
タ
ボ
該
当

者
及
び
予
備
軍
の
年
次
推
移
に
な

り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
該
当
者
及
び
予
備
軍
の

割
合
は
こ
こ
数
年
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
表
２
は
表
１
を
男
女
別
に

み
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
男

女
と
も
に
メ
タ
ボ
該
当
者
及

び
予
備
軍
の
割
合
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
女

性
の
メ
タ
ボ
該
当
者
の
増
加

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
男
性
に
つ
い
て
は
、
３

人
に
１
人
が
メ
タ
ボ
該
当
者

若
し
く
は
予
備
軍
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
の
増
加
の
要
因

の
１
つ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
自
粛
生
活
に
よ
り
活

動
量
が
落
ち
て
し
ま
っ
た

り
、
過
食
に
よ
る
体
重
増
加

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧

症
等
を
誘
発
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
が
、
言
い
換

え
れ
ば
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
（
適
正
体
重
に

向
け
減
量
等
す
る
こ
と
に
よ

り
）
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
を
下
げ
ら
れ

る
・
数
値
の
改
善
が
期
待
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

ま
め
ま
め
知
識
№97№97

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
自
粛
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
か
、「
少
し
お
腹
が
で
て
き
た
な
ぁ
…
」
な
ど
身
体
の
変

化
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
い
わ
ゆ
る
『
コ
ロ
ナ
太
り
』
と
い
う
言
葉

も
、
す
っ
か
り
耳
慣
れ
た
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
で
す
。

ま
す
。
内
臓
脂
肪
を
貯
め
す
ぎ
な

い
よ
う
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
食

事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
左
記

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
１
日
３
回
な
る
べ
く
決
ま
っ

た
時
間
に
食
べ
る
。

２
．
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の

で
は
な
く
腹
八
分
目
を
守
る
。

３
．
夕
食
は
遅
く
て
も
午
後
９
時

ま
で
に
は
す
ま
せ
る
。

４
．
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
な
ど

の
副
菜
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
す

る
。（
１
日
に
食
べ
る
野
菜
の

量
は
４
０
０
ｇ 

以
上
、
そ
の

う
ち
１
５
０
ｇ 

は
緑
黄
色
野

菜
で
摂
る
よ
う
に
す
る
）

５
．
早
食
い
を
避
け
、
ゆ
っ
く
り

と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

６
．
大
き
な
食
器
だ
と
た
く
さ
ん

盛
り
付
け
が
ち
な
の
で
、
食
器

を
小
ぶ
り
な
も
の
に
し
て
み

る
。

７
．
お
酒
や
お
菓
子
な
ど
好
き
な

も
の
で
も
適
量
を
守
る
。

８
．
外
食
す
る
場
合
は
丼
物
や

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
単
品
よ
り
も

お
か
ず
の
揃
っ
た
定
食
を
選
ぶ

よ
う
に
す
る
。

　「
体
重
が
増
え
て
き
た
」「
ズ
ボ

ン
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど

体
型
の
変
化
が
気
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

表 1　小谷村メタボ該当者及び予備軍の推移（法定報告より）

表２　男女別メタボ該当者及び予備軍の推移（法定報告より）

□男性85cm以上

□女性90cm以上 

□中性脂肪150mg/dl以上
□HDLコレステロール
　40mg/dl未満
□脂質異常症の薬を飲んでいる

□空腹時血糖110mg/dl以上
□糖尿病の薬を飲んでいる

※内臓脂肪面積
　男女とも100cm2以上
　に相当

腹囲 ＋
リスク項目

２個

該　当 該　当

メタボ該当者 メタボ予備軍

腹 囲

リスク項目

女性はメタボ該当者の増加が顕著！ 男性の３人に１人はメタボ該当者もしくはメタボ予備軍！

小
谷
村
で
メ
タ
ボ
の
人
が

増
え
て
い
る
!?

内
臓
脂
肪
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　
今
年
も
６
月
に
村
の
健
診

を
予
定
し
て
い
る
よ
！

　
少
し
で
も
良
い
結
果
が
出

る
よ
う
に
、
あ
と
２
か
月
間

何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

ね
！

腹囲 ＋
リスク項目

１個

　
令
和
元
年
よ
り
３
年
間
、
風
し

ん
の
抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の

男
性
を
対
象
に
、
風
し
ん
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
追
加
対
策
を
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
面
の

間
実
施
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

対
象
の
方
へ
は
全
国
の
指
定
の
医

療
機
関
等
で
利
用
で
き
る
無
料
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。
ま

ず
は
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
抗
体
検
査
の
結
果
、

十
分
に
抗
体
を
保
有
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
方
は
定
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
の
う
ち
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を

ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

●
費
用

　
1
人
に
つ
き
1
回
ま
で
、
風
し

ん
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

●
検
査
等
の
受
け
方

　
対
象
と
な
ら
れ
る
方
へ
村
か
ら

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
き
ま
し
た
ら
同
封
さ

れ
て
い
る
案
内
文
に
従
っ
て
抗
体

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
抗
体

検
査
の
結
果
抗
体
価
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
方
は
指
定
医
療
機
関
で

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

風
し
ん
追
加
対
策
に

伴
う
抗
体
検
査
・

定
期
予
防
接
種
に

つ
い
て

　
小
谷
村
国
民
健
康
保
険
で
は
令

和
４
年
度
か
ら
保
険
税
医
療
分
被

保
険
者
均
等
割
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
合
わ
せ
て
次
の
事
項
も
変
更

と
な
り
ま
す
。

●
保
険
税
医
療
分
被
保
険
者
均
等

割
の
改
定

　
現
行
１
１
，０
０
０
円
か
ら
１
，

０
０
０
円
引
き
上
げ
１
２
，
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
令
和

９
年
度
に
大
北
圏
域
で
保
険
税
率

を
統
一
す
る
た
め
、
段
階
的
引
き

上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。
来
年
度

以
降
も
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
被
保
険
者
の
皆

様
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割

額
の
１
／
２
軽
減

　
令
和
３
年
度
に
交
付
さ
れ
た
全

世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
未

就
学
児
一
律
に
被
保
険
者
均
等
割

額
の
１
／
２
軽
減
を
令
和
４
年
度

以
降
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
軽
減

の
た
め
の
申
請
手
続
き
等
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
税
軽
減
世
帯
の
被
保
険
者

均
等
割
世
帯
平
等
割
の

　
課
税
免
除

　
長
野
県
独
自
の
施
策
と
し
て
保

険
者
で
あ
る
村
が
被
保
険
者
均
等

割
額
と
世
帯
平
等
割
を
令
和
４
年

度
引
き
上
げ
た
結
果
、
軽
減
世
帯

に
お
い
て
前
年
比
１
０
５
／
１
０

０
を
上
回
る
部
分
に
つ
い
て
課
税

免
除
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
課

税
免
除
の
た
め
の
申
請
手
続
き
等

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
お
送
り
し
ま
す
納
税

通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

小
谷
村
国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

特定健診
受診者数 メタボ該当者 メタボ予備軍 メタボ該当者

＋予備軍

男女計 男女計 割合 男女計 割合 男女計 割合

Ｈ28 378人 55人 14.6% 40人 10.6% 95人 25.1%

Ｈ29 355人 42人 11.8% 30人 8.5% 72人 20.3%

Ｈ30 349人 53人 15.2% 32人 9.2% 85人 24.4%

Ｒ１ 339人 53人 15.6% 30人 8.8% 83人 24.5%

Ｒ２ 291人 53人 18.2% 28人 9.6% 81人 27.8%

Ｒ３ 295人 55人 18.6% 30人 10.2% 85人 28.8%※

※R３は令和４年２月末時点の数値



（9）　広報おたり　令和４年４月号 広報おたり　令和４年４月号（8）

特定健診受診者数 メタボ該当者 メタボ予備軍 メタボ該当者＋予備軍

男性 女性 男性 割合 女性 割合 男性 割合 女性 割合 男性 割合 女性 割合

Ｈ28 187人 191人 40人 21.4% 15人 7.9% 30人 16.0% 10人 5.2% 70人 37.4% 25人 13.1%

Ｈ29 172人 183人 30人 17.4% 12人 6.6% 20人 11.6% 10人 5.5% 50人 29.1% 22人 12.0%

Ｈ30 175人 174人 42人 24.0% 11人 6.3% 17人 9.7% 15人 8.6% 59人 33.7% 26人 14.9%

Ｒ１ 167人 172人 35人 21.0% 18人 10.5% 25人 15.0% 5人 2.9% 60人 35.9% 23人 13.4%

Ｒ２ 145人 146人 37人 25.5% 16人 11.0% 19人 13.1% 9人 6.2% 56人 38.6% 25人 17.1%

Ｒ３ 155人 140人 36人 23.2% 19人 13.6% 22人 14.2% 8人 5.7% 58人 37.4% 27人 19.3%※

※R３は令和４年２月末時点の数値

□最高血圧130mmHg以上
□最低血圧85mmHg以上
□高血圧の薬を飲んでいる

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
共
通
の

要
因
と
し
て
、
血
圧
高
値
、
脂
質

異
常
、
血
糖
高
値
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
状
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
複

し
た
場
合
に
は
、虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
等
の
重
度
の
病
気
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で

そ
れ
ら
の
発
症
リ
ス
ク
の
低
減
が

図
れ
る
と
い
う
側
面
も
も
ち
あ
わ

せ
て
い
ま
す
。

　
左
の
図
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
表
１
は
小
谷
村
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
特
定
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
を
含
む
）
を
受
け
ら
れ

た
40
～
74
歳
の
方
の
メ
タ
ボ
該
当

者
及
び
予
備
軍
の
年
次
推
移
に
な

り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
該
当
者
及
び
予
備
軍
の

割
合
は
こ
こ
数
年
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
表
２
は
表
１
を
男
女
別
に

み
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
男

女
と
も
に
メ
タ
ボ
該
当
者
及

び
予
備
軍
の
割
合
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
女

性
の
メ
タ
ボ
該
当
者
の
増
加

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
男
性
に
つ
い
て
は
、
３

人
に
１
人
が
メ
タ
ボ
該
当
者

若
し
く
は
予
備
軍
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
の
増
加
の
要
因

の
１
つ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
自
粛
生
活
に
よ
り
活

動
量
が
落
ち
て
し
ま
っ
た

り
、
過
食
に
よ
る
体
重
増
加

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧

症
等
を
誘
発
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
が
、
言
い
換

え
れ
ば
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
（
適
正
体
重
に

向
け
減
量
等
す
る
こ
と
に
よ

り
）
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
を
下
げ
ら
れ

る
・
数
値
の
改
善
が
期
待
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

ま
め
ま
め
知
識
№97№97

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
自
粛
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
か
、「
少
し
お
腹
が
で
て
き
た
な
ぁ
…
」
な
ど
身
体
の
変

化
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
い
わ
ゆ
る
『
コ
ロ
ナ
太
り
』
と
い
う
言
葉

も
、
す
っ
か
り
耳
慣
れ
た
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
で
す
。

ま
す
。
内
臓
脂
肪
を
貯
め
す
ぎ
な

い
よ
う
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
食

事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
左
記

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
１
日
３
回
な
る
べ
く
決
ま
っ

た
時
間
に
食
べ
る
。

２
．
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の

で
は
な
く
腹
八
分
目
を
守
る
。

３
．
夕
食
は
遅
く
て
も
午
後
９
時

ま
で
に
は
す
ま
せ
る
。

４
．
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
な
ど

の
副
菜
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
す

る
。（
１
日
に
食
べ
る
野
菜
の

量
は
４
０
０
ｇ 

以
上
、
そ
の

う
ち
１
５
０
ｇ 

は
緑
黄
色
野

菜
で
摂
る
よ
う
に
す
る
）

５
．
早
食
い
を
避
け
、
ゆ
っ
く
り

と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

６
．
大
き
な
食
器
だ
と
た
く
さ
ん

盛
り
付
け
が
ち
な
の
で
、
食
器

を
小
ぶ
り
な
も
の
に
し
て
み

る
。

７
．
お
酒
や
お
菓
子
な
ど
好
き
な

も
の
で
も
適
量
を
守
る
。

８
．
外
食
す
る
場
合
は
丼
物
や

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
単
品
よ
り
も

お
か
ず
の
揃
っ
た
定
食
を
選
ぶ

よ
う
に
す
る
。

　「
体
重
が
増
え
て
き
た
」「
ズ
ボ

ン
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど

体
型
の
変
化
が
気
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

表 1　小谷村メタボ該当者及び予備軍の推移（法定報告より）

表２　男女別メタボ該当者及び予備軍の推移（法定報告より）

□男性85cm以上

□女性90cm以上 

□中性脂肪150mg/dl以上
□HDLコレステロール
　40mg/dl未満
□脂質異常症の薬を飲んでいる

□空腹時血糖110mg/dl以上
□糖尿病の薬を飲んでいる

※内臓脂肪面積
　男女とも100cm2以上
　に相当

腹囲 ＋
リスク項目

２個

該　当 該　当

メタボ該当者 メタボ予備軍

腹 囲

リスク項目

女性はメタボ該当者の増加が顕著！ 男性の３人に１人はメタボ該当者もしくはメタボ予備軍！

小
谷
村
で
メ
タ
ボ
の
人
が

増
え
て
い
る
!?

内
臓
脂
肪
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　
今
年
も
６
月
に
村
の
健
診

を
予
定
し
て
い
る
よ
！

　
少
し
で
も
良
い
結
果
が
出

る
よ
う
に
、
あ
と
２
か
月
間

何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

ね
！

腹囲 ＋
リスク項目

１個

　
令
和
元
年
よ
り
３
年
間
、
風
し

ん
の
抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の

男
性
を
対
象
に
、
風
し
ん
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
追
加
対
策
を
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
面
の

間
実
施
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

対
象
の
方
へ
は
全
国
の
指
定
の
医

療
機
関
等
で
利
用
で
き
る
無
料
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。
ま

ず
は
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
抗
体
検
査
の
結
果
、

十
分
に
抗
体
を
保
有
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
方
は
定
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
の
う
ち
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を

ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

●
費
用

　
1
人
に
つ
き
1
回
ま
で
、
風
し

ん
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

●
検
査
等
の
受
け
方

　
対
象
と
な
ら
れ
る
方
へ
村
か
ら

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
き
ま
し
た
ら
同
封
さ

れ
て
い
る
案
内
文
に
従
っ
て
抗
体

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
抗
体

検
査
の
結
果
抗
体
価
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
方
は
指
定
医
療
機
関
で

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

風
し
ん
追
加
対
策
に

伴
う
抗
体
検
査
・

定
期
予
防
接
種
に

つ
い
て

　
小
谷
村
国
民
健
康
保
険
で
は
令

和
４
年
度
か
ら
保
険
税
医
療
分
被

保
険
者
均
等
割
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
合
わ
せ
て
次
の
事
項
も
変
更

と
な
り
ま
す
。

●
保
険
税
医
療
分
被
保
険
者
均
等

割
の
改
定

　
現
行
１
１
，０
０
０
円
か
ら
１
，

０
０
０
円
引
き
上
げ
１
２
，
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
令
和

９
年
度
に
大
北
圏
域
で
保
険
税
率

を
統
一
す
る
た
め
、
段
階
的
引
き

上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。
来
年
度

以
降
も
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
被
保
険
者
の
皆

様
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割

額
の
１
／
２
軽
減

　
令
和
３
年
度
に
交
付
さ
れ
た
全

世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
未

就
学
児
一
律
に
被
保
険
者
均
等
割

額
の
１
／
２
軽
減
を
令
和
４
年
度

以
降
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
軽
減

の
た
め
の
申
請
手
続
き
等
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
税
軽
減
世
帯
の
被
保
険
者

均
等
割
世
帯
平
等
割
の

　
課
税
免
除

　
長
野
県
独
自
の
施
策
と
し
て
保

険
者
で
あ
る
村
が
被
保
険
者
均
等

割
額
と
世
帯
平
等
割
を
令
和
４
年

度
引
き
上
げ
た
結
果
、
軽
減
世
帯

に
お
い
て
前
年
比
１
０
５
／
１
０

０
を
上
回
る
部
分
に
つ
い
て
課
税

免
除
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
課

税
免
除
の
た
め
の
申
請
手
続
き
等

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
お
送
り
し
ま
す
納
税

通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
２

小
谷
村
国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

特定健診
受診者数 メタボ該当者 メタボ予備軍 メタボ該当者

＋予備軍

男女計 男女計 割合 男女計 割合 男女計 割合

Ｈ28 378人 55人 14.6% 40人 10.6% 95人 25.1%

Ｈ29 355人 42人 11.8% 30人 8.5% 72人 20.3%

Ｈ30 349人 53人 15.2% 32人 9.2% 85人 24.4%

Ｒ１ 339人 53人 15.6% 30人 8.8% 83人 24.5%

Ｒ２ 291人 53人 18.2% 28人 9.6% 81人 27.8%

Ｒ３ 295人 55人 18.6% 30人 10.2% 85人 28.8%※

※R３は令和４年２月末時点の数値



（11）　広報おたり　令和４年４月号 広報おたり　令和４年４月号（10）

　
住
宅
取
得
に
対
す
る
従
来
の
支
援
制
度
で

は
、
移
住
す
る
方
の
み
、
転
入
後
、
３
年
以

内
の
利
用
期
限
と
い
っ
た
条
件
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、住
宅
取
得
に
対
す
る
状
況
は
、

「
転
入
と
同
時
に
取
得
へ
踏
み
切
れ
な
い
」

「
家
族
が
増
え
た
の
で
戸
建
て
へ
転
居
し
た

い
」
と
い
っ
た
相
談
が
多
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
支
援
制
度
で
は
、
従
来
か
ら
の
住
民
も

対
象
、
転
入
後
、
何
年
以
内
と
い
っ
た
利
用

期
限
な
し
の
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
就
職
に
対
す
る
既
存
支
援
制

度
の
対
象
者
拡
充
、
村
内
事
業
者
の
採
用
活

動
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
一
弾
と
し
て
移
住
定
住
支
援
制

度
で
村
内
限
定
商
品
券
を
活
用
し
ま
す
が
、

こ
の
商
品
券
は
村
内
の
地
域
経
済
活
性
化
を

目
的
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
活
用

す
る
な
ど
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
た
小
谷
村

定
住
促
進
事
業
補
助
金（
移
住
ポ
イ
ン
ト
）

は
、
令
和
４
年
３
月
末
で
新
規
適
用
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
を
受
け
て
い
る
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
失
効

期
限
ま
で
同
制
度
の
活
用
が
可
能
で
す
。

 

【
村
内
限
定
商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　
村
内
の
登
録
店
舗
で
利
用
で
き
る
地
域
商

品
券
１
０
，
０
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

 

・
対
象
者
等

　
転
入
者

：

転
入
手
続
き
時
に
交
付

　
小
・
中
学
校
入
学
者

：

入
学
年
度
の
５
月

１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
世
帯
へ

送
付

　
商
品
券
取
扱
事
業
者
を
随
時
募
集
中
で

す
。
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
小
谷
村

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
登
録
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

【
事
業
者
移
住
誘
致
補
助
金
】

　
最
大
１
５
万
円

　
要
件
を
満
た
す
採
用
活
動
を
実
施
し
た
場

合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

・
補
助
対
象
者

　
長
野
県
へ
移
住
支
援
金
対
象
企
業
登
録
が

完
了
し
て
お
り
、
か
つ
、
村
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人

 

【
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住

　
支
援
事
業
補
助
金
】　

　
単
身
者

：

最
大
６
０
万
円

　
２
人
以
上
の
世
帯

：

最
大
１
０
０
万
円

　
村
内
へ
移
住
し
、
就
業
又
は
創
業
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
移
住
及
び
就
業
は
、
要
件
に
よ
り
長
野
県

と
の
共
同
補
助
対
象
者
、
村
独
自
補
助
対

象
者
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

※
創
業
は
、
長
野
県
か
ら
創
業
支
援
金
の
交

付
決
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 

【
定
住
住
宅
取
得
支
援
補
助
金
】

　
新
築
住
宅

：

最
大
２
５
０
万
円

　
中
古
住
宅

：

最
大
１
３
０
万
円

　
村
内
に
住
宅
を
建
築
又
は
住
宅
を
購
入
し

た
方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

・
補
助
対
象
者

　
住
民
又
は
住
宅
取
得
後
、
転
入
す
る
方

　
各
支
援
制
度
の
詳
細
は
小
谷
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
か
ら
の

移
住
定
住
支
援
制
度
の
ご
案
内

　
現
在
、
移
住
や
村
内
間
で
の
転
居
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
紹
介
で
き
る
住
居

が
不
足
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
所
有
住
宅
が
危
険
な
状
態
に
な
る
前
の
ご

相
談
、
利
用
可
能
な
空
き
家
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
空
き
家
に
対
す
る
支
援
制
度
は
、

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
　
空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
掲
載
し
、
空
き
家
を
利

活
用
し
た
い
方
へ
提
供
す
る
制
度
で
す
。

 

・
移
住
定
住
促
進
住
宅
制
度

　
　
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
村
が
一
定
期
間

借
受
け
、
村
で
改
修
を
実
施
。
そ
の
後
、

村
が
賃
貸
物
件
と
し
て
貸
し
出
す
制
度
で

す
。
借
受
け
期
間
後
は
、
所
有
者
へ
物
件

を
返
却
し
ま
す
。

 

・
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
補
助
金

　
　
主
要
構
造
部
が
朽
ち
る
な
ど
、
倒
壊
や

建
築
材
飛
散
の
恐
れ
の
あ
る
建
物
の
解
体

及
び
撤
去
費
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
該
当
の
可
否
に
つ
い
て
審
査
し

ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
集
落
支
援
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
９

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
既
存
の
支
援
制
度
を
見
直
し
、
よ
り
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
新
規
支
援
制
度
な
ど
左
記
４
制
度
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

新
制
度
の
概
要

村
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
家
事
は
運
動
に
な
り
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
を
し
て
い
る
と
、

自
然
に
体
が
動
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
大
昔

は
、
生
活
が
筋
肉
を
動
か
す
運
動

で
し
た
。
大
昔
に
比
べ
る
と
家
事

自
体
が
楽
に
な
り
体
を
動
か
す
こ

と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
家
事
と
運
動
の
両
立
が

健
康
に
つ
な
が
る
と
お
も
い
ま

す
。
運
動
と
い
う
と
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
生

活
の
な
か
で
重
要
な
動
作
、『
立

つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』を
心
掛
け
、

『
立
つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』
で
筋

肉
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
概
念
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
を
は

じ
め
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
さ
ら

に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
ら

も
積
極
的
に
歩
く
こ
と
の
重
要
性

を
説
い
て
い
ま
す
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
医
学
の
父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

に
お
い
て
は
、
２
４
０
０
年
も
前

に「
歩
く
こ
と
は
人
間
最
良
の
薬
」

と
言
い
残
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
江
戸
中
期
の
儒
学
者 

： 

貝
原

益
軒
は
著
書
『
養
生
訓
』
の
中
で

歩
行
運
動
を
「
養
生
」
の
重
要
な

要
素
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　『
立
つ
こ
と
』（
座
り
っ
ぱ
な
し

に
な
ら
な
い
こ
と
）
も
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
セ
デ
ン
タ
リ
ー
（Sedentary

）

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
答
え
は
「
座
り
っ
ぱ

な
し
で
体
を
動
か
さ
な
い
」
こ
と

で
す
。
単
な
る
運
動
不
足
で
は
な

く
、
長
時
間
じ
っ
と
し
て
い
る
状

態
を
指
し
ま
す
。『
座
り
っ
ぱ
な

し
は
喫
煙
と
同
じ
く
ら
い
危
険
』、

座
り
っ
ぱ
な
し
で
体
を
動
か
さ
な

い
こ
と
は
タ
バ
コ
を
吸
う
の
と
同

じ
く
ら
い
に
体
に
良
く
な
い

（sitting is the new smoking

）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
、
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
が
中
心
と
い
う
人
も
多
い
で

す
。
最
近
の
医
学
界
で
は
こ
れ
が

「
寿
命
を
縮
め
る
」
と
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
立
っ
て
仕
事

を
す
る
『
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー

ク
』を
導
入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
事
と
運
動
（『
立
つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』）
で

筋
肉
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
市
立
大

町
総
合
病
院
と
連
携
し
て
専
門
科

外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
原
則

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
診

の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
（
８
２

‐

２
０
４
４
）
で
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
専
門
科
外
来

の
開
設
中
は
、
中
井
医
師
に
よ
る

通
常
の
診
療
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
専
攻
医

（
後
期
研
修
医
）
が
勤
務
し
、
中

井
医
師
指
導
の
も
と
診
療
を
行
い

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
願
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　    

（
要
予
約
）

　
期
日
　
毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
井
上
医
師

　
　
　
　
　
　（
要
予
約
）

　
期
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
２
時
頃
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
北
原
医
師

　
　
　
　
　
　（
予
約
不
要
）

　
期
日
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
鳥
居
医
師

　
期
日
　
４
月
～
９
月

　
　
　
　（
６
ヶ
月
間
）

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
縣
医
師

　
株
式
会
社
長
野
銀
行（
本
店
・
松
本
市
）

常
務
取
締
役
　
宮
崎
幸
男
様
よ
り
、
な

が
ぎ
ん
地
域
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら

「
県
内
の
自
然
・
文
化
財
等
の
維
持
費
」

と
し
て
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
保
護
・
啓
発
活
動
に
役
立
て
る
た

め
、
10
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、

平
成
27
年
11
月
に
小
谷
村
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
谷

村
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
両
方
が
生
息
す
る
全
国
的
に
も
希

少
な
地
域
で
あ
り
、
み
ん
な
で
保
護
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
寄
附
金
は
、
希
少
な
チ
ョ
ウ
の
保
護
・

啓
発
活
動
を
支
え
る
財
源
と
し
て
、
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

株式会社長野銀行様より
寄附金が贈られました

泌
尿
器
科
外
来

漢
方
外
来

内
科
外
来

専 

攻 

医あ
が
た

令
和
４
年
度

専
門
科
外
来
の
診
療
等
に
つ
い
て
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住
宅
取
得
に
対
す
る
従
来
の
支
援
制
度
で

は
、
移
住
す
る
方
の
み
、
転
入
後
、
３
年
以

内
の
利
用
期
限
と
い
っ
た
条
件
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、住
宅
取
得
に
対
す
る
状
況
は
、

「
転
入
と
同
時
に
取
得
へ
踏
み
切
れ
な
い
」

「
家
族
が
増
え
た
の
で
戸
建
て
へ
転
居
し
た

い
」
と
い
っ
た
相
談
が
多
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
支
援
制
度
で
は
、
従
来
か
ら
の
住
民
も

対
象
、
転
入
後
、
何
年
以
内
と
い
っ
た
利
用

期
限
な
し
の
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
就
職
に
対
す
る
既
存
支
援
制

度
の
対
象
者
拡
充
、
村
内
事
業
者
の
採
用
活

動
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
一
弾
と
し
て
移
住
定
住
支
援
制

度
で
村
内
限
定
商
品
券
を
活
用
し
ま
す
が
、

こ
の
商
品
券
は
村
内
の
地
域
経
済
活
性
化
を

目
的
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
活
用

す
る
な
ど
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
た
小
谷
村

定
住
促
進
事
業
補
助
金（
移
住
ポ
イ
ン
ト
）

は
、
令
和
４
年
３
月
末
で
新
規
適
用
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
を
受
け
て
い
る
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
失
効

期
限
ま
で
同
制
度
の
活
用
が
可
能
で
す
。

 

【
村
内
限
定
商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　
村
内
の
登
録
店
舗
で
利
用
で
き
る
地
域
商

品
券
１
０
，
０
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

 

・
対
象
者
等

　
転
入
者

：

転
入
手
続
き
時
に
交
付

　
小
・
中
学
校
入
学
者

：

入
学
年
度
の
５
月

１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
世
帯
へ

送
付

　
商
品
券
取
扱
事
業
者
を
随
時
募
集
中
で

す
。
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
小
谷
村

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
登
録
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

【
事
業
者
移
住
誘
致
補
助
金
】

　
最
大
１
５
万
円

　
要
件
を
満
た
す
採
用
活
動
を
実
施
し
た
場

合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

・
補
助
対
象
者

　
長
野
県
へ
移
住
支
援
金
対
象
企
業
登
録
が

完
了
し
て
お
り
、
か
つ
、
村
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人

 

【
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住

　
支
援
事
業
補
助
金
】　

　
単
身
者

：

最
大
６
０
万
円

　
２
人
以
上
の
世
帯

：

最
大
１
０
０
万
円

　
村
内
へ
移
住
し
、
就
業
又
は
創
業
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
移
住
及
び
就
業
は
、
要
件
に
よ
り
長
野
県

と
の
共
同
補
助
対
象
者
、
村
独
自
補
助
対

象
者
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

※
創
業
は
、
長
野
県
か
ら
創
業
支
援
金
の
交

付
決
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 

【
定
住
住
宅
取
得
支
援
補
助
金
】

　
新
築
住
宅

：

最
大
２
５
０
万
円

　
中
古
住
宅

：

最
大
１
３
０
万
円

　
村
内
に
住
宅
を
建
築
又
は
住
宅
を
購
入
し

た
方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

・
補
助
対
象
者

　
住
民
又
は
住
宅
取
得
後
、
転
入
す
る
方

　
各
支
援
制
度
の
詳
細
は
小
谷
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
か
ら
の

移
住
定
住
支
援
制
度
の
ご
案
内

　
現
在
、
移
住
や
村
内
間
で
の
転
居
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
紹
介
で
き
る
住
居

が
不
足
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
所
有
住
宅
が
危
険
な
状
態
に
な
る
前
の
ご

相
談
、
利
用
可
能
な
空
き
家
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
空
き
家
に
対
す
る
支
援
制
度
は
、

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
　
空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
掲
載
し
、
空
き
家
を
利

活
用
し
た
い
方
へ
提
供
す
る
制
度
で
す
。

 

・
移
住
定
住
促
進
住
宅
制
度

　
　
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
村
が
一
定
期
間

借
受
け
、
村
で
改
修
を
実
施
。
そ
の
後
、

村
が
賃
貸
物
件
と
し
て
貸
し
出
す
制
度
で

す
。
借
受
け
期
間
後
は
、
所
有
者
へ
物
件

を
返
却
し
ま
す
。

 

・
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
補
助
金

　
　
主
要
構
造
部
が
朽
ち
る
な
ど
、
倒
壊
や

建
築
材
飛
散
の
恐
れ
の
あ
る
建
物
の
解
体

及
び
撤
去
費
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
該
当
の
可
否
に
つ
い
て
審
査
し

ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
集
落
支
援
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
９

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
既
存
の
支
援
制
度
を
見
直
し
、
よ
り
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
新
規
支
援
制
度
な
ど
左
記
４
制
度
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

新
制
度
の
概
要

村
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
家
事
は
運
動
に
な
り
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
を
し
て
い
る
と
、

自
然
に
体
が
動
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
大
昔

は
、
生
活
が
筋
肉
を
動
か
す
運
動

で
し
た
。
大
昔
に
比
べ
る
と
家
事

自
体
が
楽
に
な
り
体
を
動
か
す
こ

と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
家
事
と
運
動
の
両
立
が

健
康
に
つ
な
が
る
と
お
も
い
ま

す
。
運
動
と
い
う
と
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
生

活
の
な
か
で
重
要
な
動
作
、『
立

つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』を
心
掛
け
、

『
立
つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』
で
筋

肉
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
概
念
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
を
は

じ
め
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
さ
ら

に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
ら

も
積
極
的
に
歩
く
こ
と
の
重
要
性

を
説
い
て
い
ま
す
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
医
学
の
父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

に
お
い
て
は
、
２
４
０
０
年
も
前

に「
歩
く
こ
と
は
人
間
最
良
の
薬
」

と
言
い
残
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
江
戸
中
期
の
儒
学
者 

： 

貝
原

益
軒
は
著
書
『
養
生
訓
』
の
中
で

歩
行
運
動
を
「
養
生
」
の
重
要
な

要
素
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　『
立
つ
こ
と
』（
座
り
っ
ぱ
な
し

に
な
ら
な
い
こ
と
）
も
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
セ
デ
ン
タ
リ
ー
（Sedentary

）

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
答
え
は
「
座
り
っ
ぱ

な
し
で
体
を
動
か
さ
な
い
」
こ
と

で
す
。
単
な
る
運
動
不
足
で
は
な

く
、
長
時
間
じ
っ
と
し
て
い
る
状

態
を
指
し
ま
す
。『
座
り
っ
ぱ
な

し
は
喫
煙
と
同
じ
く
ら
い
危
険
』、

座
り
っ
ぱ
な
し
で
体
を
動
か
さ
な

い
こ
と
は
タ
バ
コ
を
吸
う
の
と
同

じ
く
ら
い
に
体
に
良
く
な
い

（sitting is the new smoking

）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
、
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
が
中
心
と
い
う
人
も
多
い
で

す
。
最
近
の
医
学
界
で
は
こ
れ
が

「
寿
命
を
縮
め
る
」
と
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
立
っ
て
仕
事

を
す
る
『
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー

ク
』を
導
入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
事
と
運
動
（『
立
つ
こ
と
』『
歩
く
こ
と
』）
で

筋
肉
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
市
立
大

町
総
合
病
院
と
連
携
し
て
専
門
科

外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
原
則

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
診

の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
（
８
２

‐

２
０
４
４
）
で
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
専
門
科
外
来

の
開
設
中
は
、
中
井
医
師
に
よ
る

通
常
の
診
療
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
専
攻
医

（
後
期
研
修
医
）
が
勤
務
し
、
中

井
医
師
指
導
の
も
と
診
療
を
行
い

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
願
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　    

（
要
予
約
）

　
期
日
　
毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
井
上
医
師

　
　
　
　
　
　（
要
予
約
）

　
期
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
２
時
頃
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
北
原
医
師

　
　
　
　
　
　（
予
約
不
要
）

　
期
日
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
鳥
居
医
師

　
期
日
　
４
月
～
９
月

　
　
　
　（
６
ヶ
月
間
）

　
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院

　
　
　
　
縣
医
師

　
株
式
会
社
長
野
銀
行（
本
店
・
松
本
市
）

常
務
取
締
役
　
宮
崎
幸
男
様
よ
り
、
な

が
ぎ
ん
地
域
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら

「
県
内
の
自
然
・
文
化
財
等
の
維
持
費
」

と
し
て
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
保
護
・
啓
発
活
動
に
役
立
て
る
た

め
、
10
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、

平
成
27
年
11
月
に
小
谷
村
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
谷

村
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
両
方
が
生
息
す
る
全
国
的
に
も
希

少
な
地
域
で
あ
り
、
み
ん
な
で
保
護
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
寄
附
金
は
、
希
少
な
チ
ョ
ウ
の
保
護
・

啓
発
活
動
を
支
え
る
財
源
と
し
て
、
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

株式会社長野銀行様より
寄附金が贈られました

泌
尿
器
科
外
来

漢
方
外
来

内
科
外
来

専 

攻 

医あ
が
た

令
和
４
年
度

専
門
科
外
来
の
診
療
等
に
つ
い
て
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●あかちゃん ●お悔やみ

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和４年２月届出分）

地区 保護者氏　名

里見 真樹・彩香岡田　雪麦
おか だ ゆ むぎ

中通 慶士・明子小林　このは
こばやし

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
５
月
10

日
（
火
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

５
月
２
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
20
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等
学
校
以
上
の
学

生
を
対
象
に
奨
学
金
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
下
旬
か
ら
教
育
委
員
会
総
務
学

校
係
に
て
申
請
受
付
及
び
、
申
請
書
類
の
配
布
、

令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
貸
与
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
教
育
委
員
会

に
て
審
査
決
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
（
小
谷
村

に
戻
り
就
職
を
し
た
場
合
、
ま
た
は
小
谷
村
内
に

住
民
票
を
有
し
て
近
隣
市
町
村
に
通
う
場
合
）
償

還
金
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
貸
与
額

 

・
月
額
２
０
，
０
０
０
円
～

　
　
　
１
５
０
，
０
０
０
円

　（
進
学
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　（
申
請
者
多
数
の
場
合
貸
与
額
の
調
整
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
貸
与
の
要
件

 

・
小
谷
村
に
居
住
し
て
い
る
者
。
も
し
く
は
小
谷

村
に
生
活
の
根
拠
を
有
す
る
者
。

 

・
成
績
が
良
好
で
健
康
で
あ
る
者
。

 

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者
。

●
申
請
書
類
の
配
布
及
び
受
付
期
間

　
令
和
４
年
３
月
28
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
22
日
（
金
）

※
教
育
委
員
会
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
に
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
期
間

　
令
和
４
年
６
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
令
和
４
年
６
月
10
日
（
金
）

　（
申
請
書
類
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
奨
学
金
貸
与
に
つ
き
ま
し
て
は
上
記
期

間
外
に
お
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
で
き
な
い
方

 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
他
の
制
度
に
よ
る

奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
者
。

 

・
日
本
以
外
の
国
が
設
置
す
る
高
校
、
大
学
等
に

進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

●
償
還
金
の
減
免

 

・
減
免
額
は
、
減
免
の
決
定
を
受
け
た
月
の
翌
月

分
の
償
還
金
か
ら
半
額
の
減
免
。

 

・
減
免
の
上
限
額
は
１
，
２
０
０
，
０
０
０
円
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

　　

８
２
‐
３
９
８
１
　

令
和
４
年
度  

小
谷
村
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

年齢 地区 親族氏　名

山田　寿栄子 90歳 湯原 安男

宮嶋　佳純 68歳 千国 明美

矢口　つる子 87歳 清水山 武志

年齢 地区 親族氏　名

山田　豊美 89歳 来馬 猶弥

藤原　ふさ枝 80歳 伊折 一幸

松本　益雄 82歳 土倉 淳
電話：050-5211-6333 ／ Mail：info-otari@pxc.jp

フェニックスコミュニケーションズ株式会社ワイコム株式会社

小谷村大字中小谷丙131 小谷村役場2階
営業時間(平日)： 9:00～17:00

小谷村CATVインターネット事務局
Wireless Communications

| ((( WICOM ))) |

【重要】小谷村インターネットご契約者様向け
インターネット光端末機交換作業実施について

現在、インターネットご契約者様がお使いの光端末機について、メーカーによる部品製造
終了を受け、保守管理の観点から新端末への交換作業を実施いたします。

Aタイプ Bタイプ
現在お使いの光端末機 交換後の光端末機

小谷村CATV自主放送チャンネル（12ch）では、
我が家自慢のアイドルを紹介する「おらうちのア
イドル」を放送予定です。皆様の自慢のお子様、
お孫様、ペットの写真や動画を募集していますの
で、どしどしご応募ください！
弊社公式LINEもしくはメールアドレスに画像を
送ってください。

＼新番組！／

◆必要情報
①お子様やペットの名前と写真/動画
②投稿者の名前 (実名でなくとも可)
③地区名 ④チャームポイント (例：ふわふ
わ毛並が最高！)
◆受付方法 メール info-otari@pxc.jp

または 公式LINEまで
お食い初めやお花見の
写真などでもOK♪

受託事業者：ワイコム株式会社 作業日程：令和4年2月より順次
①お電話にて、各戸宅の作業日を事前にお知らせします。

②工事当日、作業担当者１～２名が訪問します。
各戸宅

ご契約者様 ワイコム

作業日の
お知らせ

作業内容
光端末機交換、ネット接続確認

訪問

ワイコム

• 作業時間は30分～1時間程度を予定しております。
• 新端末への交換作業が完了できなければ、インターネットサービスをご利用いただけなく
なりますので、ご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

• 今回の交換作業は、ご契約者様の費用負担はございません。
• 固定IPアドレスをご利用のお客様は設定変更が必要になります。

※村営住宅やアパートなど集合住宅にお住まいの方は、インターネットへの接続確認のみとなります。

• ご連絡は、携帯電話番号 (090-8424-2888 等) や
050番号等より行います。

• 作業は特定の作業グループごとに行うため、各戸宅
で日程は異なります。

• 日程が確定したグループから順次ご連絡いたします。

令和4年春
＼小谷村CATV観光チャンネルが変わります！／

小谷村CATVでは、今年の春から観光チャンネル（11ch）
をリニューアルします。
新しい観光チャンネル（11ch）をよろしくお願いします。

◆内容 11chでインターネット情報を配信します。
ご自宅のテレビ(11ch)から、道路やスキー場のライブ
カメラ映像をみることができます。その他にも、今日
の天気や観光情報等、大北地域の情報をリアルタイム
でお伝えします。

数十秒ごとに
画面が切り替わります。
※導入当初は映像が乱れ
る可能性がございます。

ご了承ください。
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口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
５
月
10

日
（
火
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

５
月
２
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
20
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等
学
校
以
上
の
学

生
を
対
象
に
奨
学
金
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
下
旬
か
ら
教
育
委
員
会
総
務
学

校
係
に
て
申
請
受
付
及
び
、
申
請
書
類
の
配
布
、

令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
貸
与
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
教
育
委
員
会

に
て
審
査
決
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
（
小
谷
村

に
戻
り
就
職
を
し
た
場
合
、
ま
た
は
小
谷
村
内
に

住
民
票
を
有
し
て
近
隣
市
町
村
に
通
う
場
合
）
償

還
金
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
貸
与
額

・
月
額
２
０
，
０
０
０
円
～

　
　
　
１
５
０
，
０
０
０
円

　（
進
学
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　（
申
請
者
多
数
の
場
合
貸
与
額
の
調
整
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
貸
与
の
要
件

・
小
谷
村
に
居
住
し
て
い
る
者
。
も
し
く
は
小
谷

村
に
生
活
の
根
拠
を
有
す
る
者
。

・
成
績
が
良
好
で
健
康
で
あ
る
者
。

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者
。

●
申
請
書
類
の
配
布
及
び
受
付
期
間

令
和
４
年
３
月
28
日
（
月
）
か
ら

令
和
４
年
４
月
22
日
（
金
）

※
教
育
委
員
会
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
期
間

　
令
和
４
年
６
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
令
和
４
年
６
月
10
日
（
金
）

　（
申
請
書
類
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
奨
学
金
貸
与
に
つ
き
ま
し
て
は
上
記
期

間
外
に
お
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
で
き
な
い
方

・
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
他
の
制
度
に
よ
る

奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
者
。

・
日
本
以
外
の
国
が
設
置
す
る
高
校
、
大
学
等
に

進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

●
償
還
金
の
減
免

・
減
免
額
は
、
減
免
の
決
定
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電話：050-5211-6333 ／ Mail：info-otari@pxc.jp
フェニックスコミュニケーションズ株式会社ワイコム株式会社

小谷村大字中小谷丙131 小谷村役場2階
営業時間(平日)： 9:00～17:00

小谷村CATVインターネット事務局
Wireless Communications

| ((( WICOM ))) |

【重要】小谷村インターネットご契約者様向け
インターネット光端末機交換作業実施について

現在、インターネットご契約者様がお使いの光端末機について、メーカーによる部品製造
終了を受け、保守管理の観点から新端末への交換作業を実施いたします。

Aタイプ Bタイプ
現在お使いの光端末機 交換後の光端末機

小谷村CATV自主放送チャンネル（12ch）では、
我が家自慢のアイドルを紹介する「おらうちのア
イドル」を放送予定です。皆様の自慢のお子様、
お孫様、ペットの写真や動画を募集していますの
で、どしどしご応募ください！
弊社公式LINEもしくはメールアドレスに画像を
送ってください。

＼新番組！／

◆必要情報
①お子様やペットの名前と写真/動画
②投稿者の名前 (実名でなくとも可)
③地区名 ④チャームポイント (例：ふわふ
わ毛並が最高！)
◆受付方法 メール info-otari@pxc.jp

または 公式LINEまで
お食い初めやお花見の
写真などでもOK♪

受託事業者：ワイコム株式会社 作業日程：令和4年2月より順次
①お電話にて、各戸宅の作業日を事前にお知らせします。

②工事当日、作業担当者１～２名が訪問します。
各戸宅

ご契約者様 ワイコム

作業日の
お知らせ

作業内容
光端末機交換、ネット接続確認

訪問

ワイコム

• 作業時間は30分～1時間程度を予定しております。
• 新端末への交換作業が完了できなければ、インターネットサービスをご利用いただけなく
なりますので、ご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

• 今回の交換作業は、ご契約者様の費用負担はございません。
• 固定IPアドレスをご利用のお客様は設定変更が必要になります。

※村営住宅やアパートなど集合住宅にお住まいの方は、インターネットへの接続確認のみとなります。

• ご連絡は、携帯電話番号 (090-8424-2888 等) や
050番号等より行います。

• 作業は特定の作業グループごとに行うため、各戸宅
で日程は異なります。

• 日程が確定したグループから順次ご連絡いたします。

令和4年春
＼小谷村CATV観光チャンネルが変わります！／

小谷村CATVでは、今年の春から観光チャンネル（11ch）
をリニューアルします。
新しい観光チャンネル（11ch）をよろしくお願いします。

◆内容 11chでインターネット情報を配信します。
ご自宅のテレビ(11ch)から、道路やスキー場のライブ
カメラ映像をみることができます。その他にも、今日
の天気や観光情報等、大北地域の情報をリアルタイム
でお伝えします。

数十秒ごとに
画面が切り替わります。
※導入当初は映像が乱れ
る可能性がございます。

ご了承ください。


